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「
第
２
回 

津
山
市
版
事
業
仕
分
け
」

 　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
対
応
方
針

　
平
成
23
年
11
月
19
・
20
日
に
実
施
し
た
「
津
山
市
版
事
業
仕
分
け
」を
受
け
、
市
が
決
定
し
た
今
後
の
対
応
方

針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
行
財
政
改
革
推
進
室
3 

32-

２
０
２
８

①
市
民
の
健
康
と
福
祉
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

論
点　
地
域
格
差
や
重
複
の
是
正
、
事
業

効
果
の
測
定

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
事
業
内
容

を
見
直
し
、
平
成
24
年
度
の
仕
様
書
に

反
映
す
る

○
ほ
か
の
事
業
と
の
重
複
に
留
意
す
る

○
平
成
23
年
度
か
ら
事
業
効
果
の
測
定
を

検
討
し
、
平
成
24
年
度
の
予
算
や
仕
様

書
に
反
映
す
る

②
梅
の
里
管
理
運
営
事
業

論
点　
生
産
性
と
収
益
の
向
上
、
事
業
計

画
の
作
成
、
将
来
の
自
立
化

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
直
売
所
な
ど
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
、
平
成
25
年
度
に
10
％
の
収

益
向
上
を
目
指
す

○
平
成
24
年
度
に
野
菜
な
ど
の
施
設
栽
培

の
計
画
の
作
成
と
作
物
の
選
定
を
行
い
、

施
設
の
有
効
利
用
を
図
る

○
平
成
28
年
度
民
営
化
を
目
標
に
研
究
を

行
う

③
堆た

い

肥ひ

製
造
施
設
運
営
事
業

論
点　
経
営
の
合
理
化
、
経
営
の
統
合
、

稼
働
率
の
向
上

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
運
営
経
費
の
削
減
、

利
用
料
金
の
見
直
し
、
堆
肥
の
販
路
拡

大
を
実
施
す
る

○
施
設
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
計
画

区
域
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
研
究
す
る

○
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
向
け

て
関
係
者
と
協
議
を
開
始
す
る

④
共
同
バ
ス
運
行
事
業

論
点　
利
便
性
の
向
上

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○「
津
山
・
富
線
」
は
、
ほ
か
の
路
線
で

カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年

度
に
脱
退
を
協
議
会
に
提
案
し
、
平
成

26
年
度
実
施
を
目
指
す

○「
津
山・西
川
線
」「
津
山・柵
原
線
」は
、

折
り
返
し
運
行
な
ど
で
利
便
性
を
高
め

つ
つ
、
ご
ん
ご
バ
ス
な
ど
の
取
り
組
み

状
況
を
見
な
が
ら
、
費
用
負
担
の
見
直

し
の
平
成
26
年
度
実
施
を
目
指
し
、
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金

⑥
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
・
負
担
金

⑦
ふ
る
さ
と
祭
り（
収
穫
祭
）補
助
金

論
点　
地
域
の
主
体
性
、
イ
ベ
ン
ト
の
整

理
統
合

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
主
催
者
に
対
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
自
主
財

源
（
協
賛
金
、
参
加
費
な
ど
）
の
３
割

以
上
の
確
保
を
求
め
て
い
く
（
観
光
イ

ベ
ン
ト
は
５
割
以
上
）

○
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
、
支
所
機
能
や

合
併
町
村
地
域
の
地
域
振
興
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、
イ
ベ
ン
ト

補
助
金
の
あ
り
方
を
見
直
す

⑧
観
光
協
会
補
助
金

論
点　

観
光
協
会
の
早
期
一
元
化
（
統

合
）、
観
光
振
興
事
業
の
充
実

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
事
業
の
効
率
化
や
効
果
的
な
観
光
振
興

策
を
進
め
る
た
め
、
市
内
４
観
光
協
会

の
平
成
25
年
度
当
初
で
の
一
元
化
を
目

標
に
協
議
を
行
う

○
効
率
的
で
効
果
的
な
集
客
の
た
め
、
広

域
的
な
体
制
作
り
を
進
め
る

⑨
津
山
私
学
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

論
点　
補
助
金
の
使
途
の
あ
り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
補
助
金
の
積
算
方
法

を
生
徒
数
案
分
方
式
か
ら
事
業
に
対
す

る
補
助
方
式
へ
変
更
す
る
。
対
象
事
業

を
次
の
４
事
業
へ
改
め
、
市
と
私
立
学

校
の
関
係
機
関
が
協
力
し
て
、
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

①
学
校
と
地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
関

す
る
事
業

②
知
的
資
源
の
地
域
内
活
用
を
図
る
た
め

の
事
業

③
津
山
市
の
知
名
度
を
高
め
る
事
業

④
地
域
に
有
用
な
人
材
の
育
成
を
す
る
た

め
の
事
業

⑩
陶
芸
施
設
管
理
運
営
事
業

論
点　
市
の
関
わ
り
方
、
施
設
の
整
理
統

合
、
受
益
者
負
担
の
あ
り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
民
間
が
実
施

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
そ
れ
ぞ
れ
の
陶
芸
施
設
の
位
置
付
け
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
市
費
負
担
を

縮
減
す
る
た
め
に
、
受
益
者
負
担
の
見

直
し
や
事
業
費
削
減
に
取
り
組
む

①「
久
米
ふ
れ
あ
い
陶
芸
セ
ン
タ
ー
」は
、

平
成
24
年
度
か
ら
管
理
内
容
を
見
直
し

て
経
費
を
削
減
し
、
将
来
的
に
公
費
負

担
の
解
消
を
目
指
す

②
「
加
茂
町
ま
な
び
館
」
は
、
施
設
が
使

用
不
能
に
な
っ
た
時
点
で
廃
止
す
る

③
「
勝
北
陶
芸
の
里
工
房
」
は
、
平
成
25

年
度
に
使
用
料
の
改
定
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
増
に
向
け
年
会
員
制

度
や
団
体
割
引
制
度
の
導
入
な
ど
に
取

り
組
む
。
民
間
活
力
の
導
入
、
民
間
へ

の
貸
し
出
し
の
検
討
も
行
う

〈
評
価
（
判
定
）
結
果
と
異
な
る
方
針
と

な
っ
た
理
由
〉

　
生
涯
学
習
は
「
人
々
が
自
己
の
能
力
・

人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
で
学
び
支
え
合
い
、
地
域

の
課
題
を
解
決
し
、
学
習
成
果
を
活
か
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
」
と
い
う
役

目
が
あ
り
、「
そ
の
場
所
と
機
会
の
提
供

が
市
の
責
務
で
あ
る
」
と
教
育
基
本
法
に

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
陶
芸
施
設
は
、
市
町
村
合
併
前
の
各
地

域
で
生
涯
学
習
活
動
と
し
て
住
民
の
要
望

に
よ
り
設
置
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
背
景

が
あ
り
、
陶
芸
を
通
し
た
住
民
同
士
の
交

流
や
地
域
振
興
の
役
割
も
担
っ
て
き
た
。

　
市
は
、
陶
芸
を
生
涯
学
習
に
よ
る
住
民

の
社
会
参
加
や
地
域
振
興
、
地
域
文
化
の

創
造
と
捉
え
、
陶
芸
施
設
が
世
代
間
の
交

流
を
促
進
し
、
学
び
あ
い
支
え
あ
う
学
習

活
動
に
効
果
的
な
施
設
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
民
間
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
す

る
こ
と
が
難
し
い
現
状
も
踏
ま
え
、
市
が

引
き
続
き
生
涯
学
習
の
機
会
と
場
所
を
提

供
す
る
。

⑪
津
山
市
文
化
連
盟
補
助
金

論
点　
補
助
金
の
使
途
、
連
盟
組
織
の
あ

り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
補
助
金
の
使
途
を
見
直
し
、
平
成
24
年

度
の
交
付
金
額
の
削
減
を
行
う
と
と
も

に
、
算
出
基
準
を
抜
本
的
に
見
直
す

○
津
山
市
文
化
連
盟
に
対
し
て
自
主
的
で

効
果
的
な
事
業
推
進
に
向
け
、
運
営
を

改
善
す
る
よ
う
求
め
て
い
く

⑫
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

　
　
分
担
金
制
度
と
前
納
報
奨
金

論
点　
前
納
報
奨
金
の
考
え
方
と
割
引

率
、
制
度
の
あ
り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

と
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
内
容
を
見
直

し
て
可
能
な
範
囲
で
統
一
す
る
。
平
成

24
年
度
に
関
係
者
に
説
明
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
実
施
す
る
。

①
前
納
報
奨
金
の
割
引
率
を
一
括
納
付
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
程
度
で
あ
る

県
内
他
都
市
と
同
レ
ベ
ル
の
８
・
12
％

に
統
一
す
る

②
旧
津
山
地
区
内
の
受
益
者
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
と
す
る

③
勝
北
地
区
と
久
米
地
区
の
受
益
者
分
担

金
は
統
一
す
る
（
受
益
者
分
担
金
額
は

30
万
円
、
土
地
所
有
者
に
供
用
開
始
の

翌
年
度
に
賦
課
。
納
期
は
年
４
回
で
５

カ
年
）

⑬
公
園
管
理
運
営
事
業

論
点　
地
域
の
公
園
管
理
（
地
元
意
識
の

あ
り
方
、
管
理
の
基
準
）

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
「
地
域
の
公
園
」
は

「
自
分
た
ち
の
公
園
」
で
あ
る
と
い
う

意
識
付
け
を
図
り
、
公
園
の
維
持
の
た

め
に
地
域
住
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管

理
し
て
も
ら
う
よ
う
理
解
と
協
力
を
求

め
て
い
く

○
平
成
24
年
度
末
を
目
標
に
公
園
管
理
の

作
業
単
価
な
ど
の
水
準
や
委
託
内
容
、

金
額
な
ど
を
見
直
す

⑭
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
事
業

論
点　
運
動
の
拡
大
、
事
業
費
の
見
直
し

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
企
業
な
ど
か
ら
の
自

主
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。
環
境
美
化
活

動
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
功
労
者
表
彰

を
行
う
。「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
参
加
条
件
を
見
直
し
、
参
加
者
の
増

加
を
目
指
す

○
平
成
24
年
度
か
ら
事
業
費
を
年
次
的
に

削
減
す
る
。
企
業
か
ら
の
協
力
を
得
る

こ
と
で
、
運
動
が
後
退
し
な
い
よ
う
努

め
る

⑮
津
山
市
交
通
安
全
対
策

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
補
助
金

論
点　
啓
発
活
動
の
強
化
と
関
係
団
体
と

の
連
携
の
強
化

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
交
通
整
理
員
の
配
置

場
所
を
見
直
す

○
平
成
24
年
度
か
ら
下
部
組
織
の
事
業
内

容
を
精
査
し
、
助
成
金
の
使
途
を
明
確

に
し
て
い
く

○
市
内
や
津
山
警
察
署
管
内
の
事
業
者
に

対
し
て
協
賛
物
品
（
啓
発
グ
ッ
ズ
）
の

提
供
を
求
め
、
行
政
と
民
間
が
一
体
と

な
っ
て
交
通
安
全
啓
発
を
行
っ
て
い
く


